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お

知

ら

せ

今
回
は
七
月
二
卜
五
日
、
八
月
一H

合
併
号
で
す
。
な
お
八
月
八
日
、十

五
日
号
は
休
刊
し
ま
す
。
八
月
二十

二
日
、
二
十
九
日
墾

ロ併
、
九
月

五
日
号
は
休
刊
、
九
月
十
二
日
号
か

ら
平
常
通
り
発
行
し
ま
す
。

前
途
多
難
な
新
部
長

一

あ
った
蟹
問
題
、
学
生
会
館
問
題
が

}
来
解
決
の
時
に
学
生
部
畏
の
地
位
か

ら
退
く
の
は
本
当
に
残
念
な
事
だ
と

思
って
い
る
。
し
か
し
後
任
の
庄
司

教
授
は
し
っか
り
し
た
考
え
を
持
っ

て
い
る
人
な
の
で
こ
れ
ら
の
間
謄
を

合
理
的
に
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
期
待
し
て
い
る
。
在
任
中
は
不
快

な
思
い
を
し
た
7一と
も
少
な
く
な
か

っ
た
の
だ
が
、
学
生
開
君
ら
に
は
も

う
少
し
大
人
に
な
った
行
動
を
し
て

ほ
し
か
っ
た
と
思
って
い
る
。

庄
司
新
学
生

私
が
学
生
部
長
に
な
っ

部
長
の
謡

た
か
ら
と
い
っ
て
私
の

考
え
を
強
く
出
す
よ
う
な
こ
と
け
で

き
な
い
し
、
ま
た
す
る
つ
も
り
も
な

い
.
と
に
か
く
私
一人
で
は
何
に
も

繍
難
饗

献
身
的
に
務
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
う
が
、
そ
こ
は
合
理
的
に
処
理

し
て
学
生
調
君
の
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ

う
す
る
つ
も
り
だ
.

来年度入試要項発表
農以外は900点 満点に

去
る
+
八

日
、
学
生
課

第
一教
務
掛

か
ら
昭
和
四

+
ご
年
度
入

学
試
験
の
実

施
教
科
・科

目
が
発
混
さ

れ
た
。

詳
細
は
次
週

号
の
解
説
の

通
り
であ
る

が
、来
焦
度

入
試
の特
徴

と
し
て
は
農

学
都
以
外
の

学
部
が
理
科

あ
る
い
は
社

会
の
受
験
科

目
を
一つ
に

難
難
難
ー

を
お
さ
め
た
統
一派
が
、
前
期
に
引

き
続
き
執
行
部
を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
ス
映
ノ
ト

ラ
イ
ト
で
は
そ
の
同
学
会
の
新
執
行

委
員
畏
に
な
っ
た
湯
山
哲
守
君
に
イ

ン
タ
ビ
山
ー
を
し
て
み
た
.

小
柄
で
地
味
な
が
ら
も
、
昂
山
昌

は
内
に
ひ
め
た
し
っ
か
り
と
し
た
信

条
を
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
ず
、
全
学
区
代
議
員
選
挙
で
統

一尿
候
補
が
全
員
当
選
し
た
こ
と
に

つ
い
て彼
は
次
の
よ
う
に
述
へ
た
。

「統
一派
が誠
実
に
活
動
し
、
日
韓

な
ど
の全
人
民
的
課題
にも
参
加
し

て
、
学
友
に信
頼を
得
て
い
る
。
分

裂
主
義
者
を
指
導
部
に
す
る
こと

は
、
学
及
にと
っ
て
危険
であ
り
、

こ
の
こと
を
学
友
は
知
っ
て
いた
。

統
一派
は
この
一年
間
の
闘
いを
通

じ
て
、
学
生
の
不
動
の
支
持
を
得
て

ま
た
、
湯
山
君
は
、
今
後
の
運
動

の
方
針
に
も
閾
連
し
て
、委
員
慶
と

し
て
の
抱
負
を
語
った
。

「毫
学
連
十
七
回
大
会
に
堪
つ
い

て
、
大
学
を
反
動
勢
力
に
渡
さ
ず
、

過
去
の
闘
い
を
これ
か
ら
の璽
要な

教
訓
と
し
て
い
く
。
」

そ
し
て
、
彼
は
今
後
の
闘
敏
誤
題

と
し
て
、
主
な
も
の
三つ
、
つま
り

小
選
挙
区
制
反
対
、
京
大
七
十
周
年

つ
ぶ
し
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
って
も

レ
ノ
ス
31
義
か
ら
鯉
り
士
」
、
反
対

闘
争
を
強
め
る
。
ま
た
、
学
外
で
の

バ、ト
ナ
ム
入
民
支
援
闘
争
を
進
め
、

米
軍
の
ハ
ノ
イ
興
撃
を
非
難
す
る
。

」
湯
山
君
の
キ
張
は
、
熱
を
帯
び
て

き
て
、
いろ
い
う
な
闘
争
経
過
を
話

し
て
く
れ
た
。

学
生運
動
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
散
の

地
味
な
運
動
家

委新員同

長学
の会

 

記
含
事
業
計
画
粉
砕
、
一、ト
ナ
ム
人

民
支
援
を
あ
げ
た
。

「秋
か
ら
は
、
日
館
闘
争
に
続

い
て
、
小
選
挙
区
制
反
対
の
課
題
を

盟
り上
げ
る
。
ま
た
、
学
内
闘
争
で

は
、産
学
協同
の
路
懐
が
ど
ん
な
に

危
険
てあ
る
か
を
一般
に
須
ら
ビ
、

大
学
と
独
占資
本
と
の
連
な
り
に
よ

る
自
由
的
研
究
へ
の妨
害
を
暴
露
す

る
。
七
十
周
年
事
業
は
、
い
っさ
い

現
れ
だ
と
の
意
見
が
あ
る
が
、学
生

運
動
に
つ
いて
ど
う
考
え
て
いる
の

か
を
聞
い
てみ
た
。

「ン
ラ
ス
な
と
広
範
囲
に
討
論会
や

交
流
会
を
開
き
、
学
園
で
の学
生
の

利
益
を
守
り
、
総
へて
の
学
生
が
盾

動
す
る
。
そ
し
て
、
学
生
の
駕
薦
と

ノ勉掌
の
条
件
ノ
改
醤
し
て
い
く
仔
勝

を
も
ち
、
そ
れ
を
妨
げ
る
も
の
を
暴

露
し
闘
って
い
く
の
が
学
生
還
動
ご

あ
る
。
そ
の
他
に
、
自
治
会
の
‡
任

務
か
ら
雄
れ
、
一般
掌
生
か
ら
浮
き

上
が
って
、
自
盾
活
動
に
害
を
与
え

る
人
々
と
も
断
固
闘
う
。
」

彼
は
、
統
一派
が
一般
学
生
と
密

齋
し
て
厘
勤
し
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
、
先
の
ス
ト
ラ
イ
串
の
場
合
を
示

し
た
。

さ
て
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
る

の
か
と
聞
い
た
。

「民
族
解
放
を
描
い
た
小
脱
や
封
建

蒔
代
で
の
入
民
の
闘
い
の
歴
史
、
そ

し
て
新
し
い
辻
会
へ
の
理
論
を
書
い

た
も
の
も
読
ん
で
い
る
。
」

最
後
に彼
は
特
に
言
っ
た
.

「先
の
全
漿
連
大
会
を
流
そ
う
と
し

た
一部
の
暴
力
に
憎
し
み
を
感
じ
、

ま
た
そ
れ
に
対
し
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
防
い
だ
人
を
暴
力
行
為
と
呼
ん
た

一般
新
聞
に怒
り
を
感
じ
る
。
」

湯
山君
と
一時
間余
り語
し
て
、

彼
の内
に秘
め
た
信
念
の
確
か
さ
を

感
じ
た
。
全
学
で圧
倒
的
支
持
を
受

け
た
統
一派
の
委
員
擾
と
し
て
、
彼

に
か
け
る
期
徳
凄95大
き
い
。
(沼
津

粟
高
出
身
・理
学
部
圏二回
生
)

原

水

禁

大

会

ム
ー
年
も
分
裂
大
会
に

ま
た
今
年
も
贋
水
禁
は
界
人
会
は
、
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都
学
連
大
会
開
か
る

「全
学
連
」
再
建
問
題
で

十
六
、
七
日
、東
京
明
治
大
掌
記
念

会
館
にお
い
て、
都
学
連
第
16
回
大
会

が
開
かれ
、
「全
学
連
再
建
」
と
「学

生運
動
の秋
の課
題
、
方
針
」
な
ど
が

話
し
あ
わ
れ
た
。
出
席
代
議
員
百
三
人

(全
都
代
議
員
数
百
八
十
一)
、
オ
ブ

ザ
ーバ
ー約
五
百
人
を
集
め
て
、
第
一

日
の
16
日
は
日
韓
階
級
裁
判
闘
争
被
告

団
、
同
弁
護
士
団
、
各
同
盟
代
表
のあ

いさ
つに
続
い
て
、
山
本
都
学
連
委
員

長
(早
大
)
の
基
調
報
告
の
あ
と
"早

大
闘
争
、
日
韓
闘
争
の
総
括
よ
り
、
闘

う
全
学
連
再
建
"
を
め
ぐ
って
討論
が

な
さ
れ
、
と
く
に
、
学
生
運
動
の転
蟹

点
問
題
が
中
心
と
な
り
、
各
派
(社
学

一同
、
M
L
派
、
マ
ル
学
同
、
社
青
同
三

派
)
の
激
烈
な
討
論
が
交
さ
れ
た
。

大
会
二
日
目
の
17
日
は
、
京
都
府
学

連
委
員
長
、
蒲
池
君
(同
志
社
大
)

医
学
連
萎
員
長
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後

前
日
に
続
い
て
〃秋
の
学
生
運
動
の

課
題
と
方
針
"
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
、
激
餓
の
す
え
、
「小
選
挙
区
制

を
突
破
口
と
し
て
、
目
本
帝
国
主
義

の
国
内
再
編
成
と
、
海
外
侵
略
に
対

し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ

と
を
確
認
し
、
「全
学連
今
秋
再

建
」
「全祭
連
大
会
にお
け
る民
青

統
一派
の
媛
力
支
配
の
弾
該
」
な
ど

の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
て
大

会
を
終
え
た
.

な
お
、
十
四
日
か
ら
民
胃
系
全
学
遮
、

革
マ
ル
系
全
学
連
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
、

世
田
谷
区
民
会
館
、
法
政
大
学
で
開
か

れ
、数
百
人
～
千
人
の
代
表
を
集
め
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
大
会
は
、
各
々
「全

ロ学運
」
を
再
廻
、
強
化
す
る
方
針
を
打

出
し
て
お
り
、
秋
の
学
生
戦
線
では
、

。「全
学
連
問
題
」
に
焦
点
が
く
る
の
は

聞
遮
い
な
い
。

十
月
初
め
に
再
建
準
備
大
会

十
八
日
、
京
都
府
学
連
(蒲
池
委
員

長
・同
大
)
都
学
連
(山
本
委
員
長
・

皐
大
)
主
催
で
「全
国
地
方
学
連
会

議
」
が
開
か
れ
、
た
だ
ち
に
「全
堂蓮

再
建
実
行
委
貴
会
」
が
発
足
、
三
派
統

一戦
線
に
よ
る
十
二
月
全
学
連
再
建
が

満
場
一致
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

秋
に
は
、
全
国
的
に
、
各
大
学
、
自
治

会
に
再
建
実
行
委
貝
会
が
組
繊
さ
れ
、

医
学
連
、
景
、
学
新
、
生
協
、
掌
館
な

ど
と
の
共
闘
を
進
め
十
月
初
め
に
は
第

一回
全
学
連
再
廼
準
備
全
国
大
会
を
行

う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
三
派

連
合
内
部
で
の
勢
力
争
い
は
激
し
く
、

檎
勢
分
析
、
早
天
闘
争
～
学
園
闘
争
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
渥
動
な
ど
で
も
一致

し
た
部
分
が
な
く
、
統
一戦
線
-
共
闘

を
維
指
し
て
ゆ
く
の
に
勢
一杯
の
感
じ

も
す
る
。

分
裂大
会
に
なる
こ
とが
決
定
し
た
。

三十
九
年
、
中
ソ
対
立
「部
分
核
停
条

約
」問
題
か
ら
分
裂
し
た
原水
禁
大
会

(実
貿
的
には
三十
八
年
第
九
回
大
会

か
ら
)
は
す
で
に
三
回
目
の分
裂
大
会

を
迎
える
。

日
本
原
水
協
(日
共
系
)は
三
十
一

日
か
ら
東
京
大
会
、
五
、
六
、七
日広

島
大
会
、
九
日
長崎
大
会
を
く
り
ひ
ろ

げ
る
。
「
方
原
水
禁
国
民
会
議
(社
会

党
系
)も
五
日か
ら
、
ま
た
「原
水
履

禁
止
科
学
者
会
議
」
も
四
、
五
日
に
、

べ
平連
も
十
一日
か
ら
四
日
聞
「ベ
ト

ナ
ム
に
平
和
を
、
日
米
市
民
会
議
」
を

開く
。召
日
の
世
界
大
会
(広
島
)
で

鷲

端
公
園
一カ
所
で
集
舞
も

の
判
例
で
は
、
公
安
条
阿
の
違
罎
性
を

か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
った
。
し

か
し
今
回
は
、
ラ
ス
ク
来
洛
の
際
に
、

条
例
の
拡
大
解
釈
を
行
な
って
い
る
な

ど
、
不
当
性
が
表
わ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
を
と
う
捉
え
て
い
る
か
が
主
目

さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て
、
京
都
府
講

会
で
は
、
四
日
か
ら
、
日
米
合
同
委
に

対
す
る
反
灼
決
議
を
採
択
し
よ
う
と
す

る
、
汁
共
、
民
ー
2
ノ
ノ
の
提
突
で
紛

斜
し
て
い
た
が
、
こ
の
七
日
、
そ
の
提

案
を
取
り
下
げ
、
を
の
か
わ
り
に
、
こ

の
合
同
委
で
の
、
ブ
モ
規
制
に
対
す
る

公
女
条
例
の
払
大
解
釈
蒐
用
に
関
す
る

質
疑
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回
の

場
を
と
,
続
け
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
臨

の
雀

を
迫
求
し
て
、
京
都
府
公

安
委
員
の
全
段
の辞
任
を
要
求
し
が
否

決
に
終
わ
った
。
な
坊六
日
九
時
から

一時
頃
鵬
で
、
神
宮
通
で
のデ
モは
無

届
デ
モ
で
あ
る
と
し
て
、
府
警
は
捜
査

を
開
始
し
た
.

七

・
六
闘
争
指
揮
で

高
原
、
蒲
池
両
君
起
訴
さる

日
米
貿
男
経
済
合
同
委
員
会
に反
対
し

て
、
六
U
孜
、
無
凶
可
デ
モす
る
よ
う

指
厚
し
た
と
の
狸
由
ご
、
府
学
連
(反

民
箭
糸
)
委
員
艮
諭
池
裕
治
君
(同
志

社
U
四
回
牛
)
と
元
凧大
岡
学
会
委
員

長
高
原
治
兀昌
は
、
二
十
五
甘
朝
、
京

都
地
検
に
よ
って
起
訴
さ
れ
た
。
し
か

し
、
高
原
君
は
数
日
後
、
保
釈
金
三
万

で
釈
放
さ
れ
た
。

中
南
米
研
究
会

渡

航

調

査

に

蝋
大
では
、
近
ご
ろ
、
学
術
調
査
隊

な
ど
を
派
雌
し
て
悔
外
ブ
ー
ム
だ
が
、

京
大
中
南
米研
究
会
か
ら
は
二
学
生
が

ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
り
、
南
米
で
の
日
本
企

業
の活
躍
や邦
人
移
民
の
状
態
を
調
査

す
る
。
八月
には
ブ
ラジ
ル
へ
到
着
し

十
一月
にボ
リ
ビ
ア
に移
る
。
そ
し
て

来
年
三月
チ
リ
を
経
由し
て
帰
国す
る

予
定
であ
る
。

罎

鰍
抗
蓉
三

市

公

安
条

例

は

違

憲

地
評
、地
裁
に
訴
訟
予
定

41

年

度

前

期

長
い
大
掌
の

夏
休
み
が
姶
ま

る
と
、
大
学
溝

内
は
嘘
み
た
い

に
静
寂
に
月

京
都
地
評
は
、
五
、
六
、
七
日
の、

日
米
経
済
合
同
委
員
会
に
対
す
る
、
京

都
府
公
安
委
員
会
の
デ
モ
規
制
に
闘
連

し
て
、
京
都
市
公
安
条
例
を
憲
法
違
反

で
あ
る
と
し
て
、
近
く
京
都
地
載
に
違

同
学
会
中
執
決
ま
る

憲
訴
訟
を
行
な
う
こ
と
に
、
十
日
ご
七
月
四
日
の
同
学
会
代
議
員
大
会
で
決

う
に
、
弁
齪
団
を
編
成
、
今
後
の具

定
さ
れ
た
同
学
会
中
央
執
行
委
員
会
の

体
的
な
方
針
を
検
討
す
る
こと
に
な

メ
ン
バ
ーは
次
の
通
り
で
あ
る
。

獅麩
灘

騙
雛

鯨蕪
麹

認
良辮
　蕊

書
記
長

厚
生
部
長

文
化
部
長

琿
動
部
長

会
計
部
長

杉 醍 井,}く芦山醐 上田 困

る
。
九
月
の
期
束
テ
スト
前
と
も
な
れ

ぱ
湧
き
出
る
よ
う
に
、構
内
は
掌
生
で

満
た
さ
れ
る
。
そ
し
て
試
験
後
には
、

急
に
学
生
は
深
刻
な
表
憎
か
ら
解
畝さ

れ
、
学
生
の
数
は
減
る
にも
か
か
わ
ら

ず
、学
内は
后
況
を
塁
し
て
く
る
。そ
し

て
授
業
と
サ
ー
ク
ル
唇
動
と
ア
ジ
の
日

常
が
戻
って
く
る
。
▼
最
近
〃
理念
"

と
か
い
う
も
の
が
流
行
し
て
いる
が
、

〃生
命
"
の
価
傾
さ
え
物
質
視
され
て

い
る
今
日
、
フ
ラ
ン
ク
ル
博
士
〈優

と
霧
の
著
者
〉
よ
う
に
、
何
人
に
も
、

い
か
な
る
力
に
よ
って
も
糞
い
去
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
〃も
の
"
を
所
有
し
な

い
限
リ
ャ
機
構
や
、
体
制
は
、
頽
廃
へ

の
必
然
的
な
通
を
歩
む
だ
ろ
う
。
民
セ

々
義
が
、
あ
ら
ゆ
る
議
会
主
鶴
的
、
形

式
的
、体
制
的
保
護
を
受
け
て
い
た
と

し
て
も
、
頽
廃
化
が
ま
ぬ
が
れ
ぬ
よ
う

に
▼
こ
の奪
い
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

〃も
の
"を
導
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
一

時
的
・過
渡
的
な
も
の
で
も
結
構
で
あ

る
。
理
愈
な
ぞ
と
いう
氷久
不
変
の
観

念
な
ぞ
引
づば
り
出
し
て
く
る
必
要
は

ま
った
く
な
い
。
▼
変
わ
ら
ぬ日
常
性

に
よ
る
感
覚
の
鈍
磨
を
強
いら
れ
る
わ

れ
わ
れ
に
は
、
理
念
な
ぞ
と
い
う
雷
葉

も
ま
た
感
覚
鈍
磨
の
一具
と
し
て
し
か

な
い
わ
れ
わ
れ
は
虚
偽
に
よ
って
自
殺

す
る
こ
と
を
徹
底
的
に
排
ぞ
け
る
ζ
と

に
專
念
す
べ
き
で
あ
る
。
圧
倒
さ
れ
る

ほ
と
の
識
構
に
満
ち
た
日
常
性
は
、
虚

髪
さ
ゆ
え
に
日
常
性
の
闘
い
を
わ
れ
わ

れ
に
いど
む
の
であ
る
。

公

(3
零
-
気1
)

一

元
康

(
2
T
)

芳
郎

(
2
A
)

聡

(
2
E
)

卓
也

(

'
3
s
)

(2》月 晒日新 聞 昭和41年7月25日
別表⊥一政党支持の理由(単位%)
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党

50

11

17

22

59

35

6

ハU

42

17

17

24

}塁

・
0

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
統
計
処
理
を
し

な
が
ら
僕
は
あ
る
不
安
に
か
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
政
覚
支
持
者
が多
く
故

意
に
ア
ン
ケ
ー
ト
拒
否
を
し
て
い
た

ら
、
別
表
に
あ
る
割
合
は
全
然
様
相
を

変
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ

見 譜L
」

 

異
性
間
題
、
ア
ル
バ
イ
ト
)
な
と
に
つ

い
て
の
詳
細
な
統
副
を
掲
載
レ
窺
わ
け

だ
が
、
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
関

係
を
問
題
に
し
て
み
た
い
。
し
か
し
、

紙
面
の
都
合
で
、
政
治
問
題
の
み
に
限

定
す
る
の
で
、
先
に
述
べ
た
塗

と
共

、
他
政
党
に
不
澗
を
持
つも
のが
、
ほ

ぼ
半
は
し
て
い
る
。
こ
れ
は
支
持
政
党

な
し
の
圧
倒
的
な
数
(四
日
号
にあ
る

支
持
政
党
は
何
か
に
よ
る
)
と
屏
せ
て

考
え
れ
は
、
学
生
大
衆
の
政
治
的
な
判

断
が
非
常
に
直
感
的
、
ム
ー
ド
的
な
形

で
し
か
で
き
ず
論
理
的
実
践
的
に
と
ら

え
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
(も
ち
ろ
ん
、
政
治
的
な
も
の

一切
に
不
信
を
裂
現
す
る
こ
と
も
い
え

よ
う
が
)
。

別
衰
∬
で
は
、
政
覚
支
持
者
別
の
現

行
憲
法
判
断
に
つ
い
て
の
統
酬
で
、
や

り
は
四
日
弩
の
現
藷

と
併
せ

無
回
箸

支
持
賞蕪

行憲法を交搏するか(単位%)
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の
他

公
明
覚

新
左
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共
産
党

社
会
覚

現

て
、
圧
働
的
に
現
行
憲
決
支
持
が
多
い

「

韓
珈麓
襲
難

瓶

48

47

社
会
党
函

66

3

2

ハ◎

3

民
社
党

自
民
党

自
我

の
欠
陥
を
示
す

53

43

0

3

44

47

8

1

「政

他

【策に賀成

三政党に不澗

他

答

の

回

そ

無

ム
ー
ド
に
支
配
さ
れ
る
判
断

1脚1■帽乙乙乙聖o 1日r【口

と
だ
。
四
日
房
に
お
い
て
は
、
政
治
澗

魑
(支
持
政
党
、
支
持
理
由
、
現
行
憲

法
、
憲
法
改
定
、
天
塁
制
、
自
働
隊
、

日
爬
条
約
、
中
国
核
実
験
、
ベ
ト
ナ
ム

問
題
)
学
生
逓
動
(全
学
連
問
題
、ク

.ラ
ス
討
議
)
生
活
(サ
ーク
ル
活
勤
、

一乙一一,
曹三;
一=
=一一一「=一=一一一■=一=
胃;
=圏一一一一=一髄

川

去
る
六
月
、
本
社
は
例

年
の
よ
う
に

全
学
二
手
人
を
対
象
と
し
た

}、東
人

攣
の
生
沽
と
憲
見
」

(本

紙
七
且
四

日
月
掲
載

)
と
し
て
慧
激

調
査
を
筍

「
た
が
、
そ
の
う
ち
、
京
大
新
闘

に

【1協匹L■`1髄1監Hl 1■6監19監:■1■ll「■■15臨18illl611,11圏ll聰1121■■li1i匹15`llll}幽

て・尺答に概暴
樫
意

"

鱗る

寧

慧

罵

灘勉
達
拙

ほじ

タ

幅
紙

瀞
鯵

=一■多

闇【一一一門■輔一=
一曹一一一一一=一一胸==
=圏

対
す
る
承
見
に
対
し

て
本
社
の
統
一見
解

を
答
え
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ノ、
ー、
ー、

＼〆
、ー
、-

ま
ず
、
意
見
を
人

別
す
る
と
一、
記
事

お
よ
び
、
編
集
に
関

し
て
二
、
ア
ン
ケ
5

ト
そ
のも
の
に
関
し

て
三
、
新
聞
全
体
に

関
し
て
の
三
つ
に
別

け
ら
れ
る
と
思
う
。

一、
と
し
アほ

O
難
解
、
観念
的

自
己
澗
足
。

O
掌
生
還
動
が
多
す
ぎ
る
。

O
投
書
欄
を
拡
充
せ
よ
。

〇

一
部
の
左
翼
の
機
関
紙
化
。

○
中
立
、
公
正
で
あ
れ
。

○
誤
植
が
多
い
.

=
=一=
二
二■=
ニ一一一舳=噌=;
一轟一畠一一一謄一一=
一一一騨一富
曹一憎一=

一一【一==訥

二
に
関
し
ては

○
政
治問
題
が多
す
ぎ
る

O
ア
ン
ケ
ート
の選
択
が
少
な
く

て
答
え
にく
い
.

誓
に関
し
ては

○
値
段
が高
す
ぎ
る
。
値
T
を
せ

よ
O
無
料
配
布
せ
よ
。

な
ど
が
ま
な
意
見
で
あ
った
,
本
紙

に
、
明
確
な
齢
理
関
係
は
抽
出
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
と
既
に
断
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

別
表
1
は
、支
持
政
党
別
の
支持
理

由
を
表
わ
した
も
の
だが
政党
の
政策

な
り
、
綱
領な
り
に賛
成
す
る
も
のと

民
社
覚

自
民
党

32

0

3

65

79

9

9

3

29

41

12

18

83

11

6

0

77

23

0

0

85

0

8

7

84

10

3

3

87

8

3

2

93

0

7

0

61

24

15

0

戦
後
民
コ
i
義
の
ム
ー
ド
が
、
ま
だ
支

配
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
か
。
し
か

し
、
こ
う
ム
ー
ド
、
ム
ー
ド
で
一杯
に

な
る
の
は
、
〃混
沌
と
し
た
現
代
"
な

ん
て
哲
学的
表
現
を
す
る
のも
ケ
ッ
タ

ク
ソ
悪
くな
る
よ
う
な
、メ
チ
ャ
メチ

支 持 す る

支持しない

わからない

答回

ヤ
に
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
を衰
わ
す
に

過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

別
衰
皿
、
W
では
例
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
の
で
、行
動
と
理
念
と
の
論
理
関

係
が
慶
昧
に
な
って
いる
が
、
倫
理
的

な
感
覚
で
判
断
す
る
の
か
、
マ
ス
コミ

の
影
響
か
、
お
し
な
べて
、
目
韓
条
約

反
対
の
根
拠
、
核
突
験
反
対
の
根
拠
と

な
る
基
軸
が
わ
か
ら
な
い
。
も
は
や
現

別哀1V一学生逗勘と日韓会険のみかた(%)

無

回

答1

10

22

8

20

2

9

20

わ
がら

ないー

13

17

11

17

11

11

3,

そ
の

他

13

19

9

20

3

23

4

進め

まして共闘

を謬賜を設定

ー1726538380

綴
縫

再建

不可

能闘争委支持再娼会議G

14

25

14

26

3

3

1ぜ

7

8

5

6

1

3

ーウ臼ワ臼ワ』

(39

年再

廻)全学連支持

2

6

2

2

1

8

3223

侵る

進

環

も

他

い

答

鑑

盤

な

蟄
紛

蘇

駈

の

・

回

国場

南る

事

経合帝足のい軍のし

か本の鮮て共本b日略朝し反日たそわ

無

状
維
持
で
も
な
く
、
現
状打
破
で
も
な

く
、
現
象
的
には
官
僚
主
鶉
や
、
ひ
き

ま
わし
、
な
いし
は裡
力
、威
信
や
モ

ラ
ル
と何
に
でも
適
応
し
てゆ
く
バ
ケ

モノ
的
様
相
を
晃
し
て
くる
。

こ
の
統
計
の
限
り
で
は
「酔
漢
の思

想
」
と
で
も
い
う
よ
り
他
に
、
何
と
も

表
現
の
し
よ
う
の
な
い
状
態
が
我

の々

周
り
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
し
か
し
、

個
人
と
集
団
の
聞
に
お
け
る
論
理
的
な

自
己
の
表
現
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、

な
され
る
の
か
、
を
も
っ
と
考
え
て
み

な
い
と
最
終的
な
判
断
は
不
可
能
で
あ

る
。
決
定
的
な
判
断
を
せ
ま
ら
れ
る

別衷皿L中国核突験について政党支持者別評価(%)・

共倉

産湾

党き

新

左

翼

公

明

党

そ

の

他

支藷

なし

無

回

答

尾

86 71 ,76 41 89 58

9 17 12 0 1 4

0 o 0 0 0 0

0 2 0 35 3 4

5 0 0 6 3 0

0∩乙

2

1212

 

50

0

共

産

党

47

20

0

3

16

8

7

社

会

党

81

4

4

4

5

3

2

民

社

覚

oo

0

0

0

0

0

0

自

民

党

53

1

3

30

12

0

(∪

いかなる核実験にも反
対

農 藩力の徽 験だか
核序条約違反だから反
対

躍鑛藻鍵麟

ヲの

他

い

答

な

三

三
…

≡

≡
一.≡

≡

≡

≡
.妻

三

=
三
三
嵩・.三
・・≡

≡

≡
≡

一≡
≡

=
≡
昌≡
齢一≡

=三
三
≒

≡

・≡
≡
三

≡

≡
三
胃・
≡
=三

=三

=
≡
圃≡
≡
…
三
=
≡

=冒柳≡

≡

=
萎

三

閥髄三
三
…

≡
;

一三
二
嶋三
≡

=三
葺

讐闘≡

"≡

三
≡
三
凹一"三

に
1張
し
っづ
け
てき
ま
した
.
}

回
生
から
三
回生
全
編
集
員
の研
究

と
討
論
によ
っ
て
日
常
活
動
は
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
立
、
公
平
な

Ψ
場
、
ま
た
は
、
あ
る
一部
の
意
見

に
の
み
加
担
す
る
こ
と
と
は
具
体
的

に
は
と
う
い
ろ
こ
と
で
あ
る
の
か
。ゐ

ー

編
集
員
1
体
の
排
除
と
い
う
こ

と
で
あ
る
な
ら
、
お
よ
そ
現
実
問
題

す
。
我
と々
し
ても
、
思想
形
成
、

自
a
変
革
にと
っ
て
の事
象
の
客
観

的
認
識と
事
笑
に対
し
て
の見
誤
り

を
π
す
の
に
い
さ
さ
か
も躊
躇
す
る

積
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
場

合
、
投
書
な
り
、
文
面
で我

に々
抗

議
や
、
要
求
、
指
摘
し
て
下
さ
れ
ば

我
々
と
し
て
も
幸
と
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
い
りた
意
味
で
、
文
章
の

ま
た
は
法
則
性
な
ど
を
媒
介
と
す

る
こ
と
か
ら
必
然
的
な
こ
と
な
の
で

す
が
(現
時
点
で
)
将
来
、
編
集
員

自
体
の
変
化
と
と
も
に
、
過
去
が
そ

う
であ
った
よ
う
に
、
こ
の見
解
も

変
っ
てゆ
く
でし
ょ
う
。
学
生団
体

の
活
動
と
し
ては
、
や
も
う
得
な
い

こ
と
で
す
.
し
か
し
読
者
と
の
対
話

を
無
視
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
く
さ

編
集
会
議
で
の
方
針
討
議

サ
ー
ク
ル
性
ー
独
立
採
算
で
保
証

で
は
こ
の
際
、
これ
ら
の意
見
す
べ
の
取
捨
選
択
、
そ
の
諭
理
化
は
不
可

簡
略
化
、
明
解
さ
に
努
め
、誤
植
を

て
に
一つ
一つ答
え
る
こと
は
で
き

能
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
中
立
、
客

絶
照
に
す
る
努
力
を
常
に
心
がけ
て

な
い
の
で才
要な
も
の
に
つい
て
答

観
的
で
あ
れ
と
い
う
な
ら
ば
、
我
々

い
ま
す
が
、
な
お
一層
批
判
に
応
え

え
てお
き
た
い。

は
行
動
者
、
思
索
者
と
し
て
の
意
昧

て
学
生
液
ら
ば
理
解
で
き
る
範
囲
で

京
大
新
聞
は
、
創
立
以
来
四
十
年

を
失
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
我
々

明
確
な
褒
現
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

聞
学
生
の
み
で
活
動
し
て
き
ま
し

は
、
学
生
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
こ

す
。
ま
た
、
学
毒

政
治
関
係

た
。
学
内
で
唯

一
つ
の

マ
ス

・
メ

と
を
確
認
し
、
編
集
会
議
、
研
究
、

の
記
事
が
、
多
す
ぎ
る
と
の
批
判
に

デ

ィ
ア
と

し
て
の

役
剤
と

あ
く
ま

討
論
に
よ

っ
て
、
偲
々
の
編
集
員
の

は
、
我
々
に
と
っ
て
、
特
に
思
想
形

で
、
学
ケ
自
身
の
立
場
か
ら
、
学
生

間
題
慧
識
の
深
め
合
い
の
中
か
ら
、

成
、
人
格
形
成
に
あ
る
者
と
し
て
、

の
利
益
代
表
と
し
て
の
見
解
を
率
直

新
聞
編
集
に
携
わ

っ
て
い
る
の
み
で

現
実
の
埜

ム
に
お
け
る
矛
盾
や
虚
偽
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ね
ばな
り
ま
せ
ん
。投
●
や
、
ア
ン

ケ
ート
な
ど
で
そ
の便
を
図
つ
て
き

た
の
です
が、
今
後
は
投
書
箱
や、

壁
新
聞を
備
えで
よ
り
こ
の
部間
の

拡
充
を
行
っ
てゆ
く
考え
です
.

そ
し
て
、
我
社は
、
四
士
年聞
の

独
立
採
算
制
を
と
り
、
外
部
構
力
や

不
当
な
圧
力
な
ら
自
由
な
立
場
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
.
し
か
し
、
広

告
を
掲
載
す
る
こ
と
は
独
立
採
算
の

根
幹
で
は
な
い
。
現
在
の
社
会
に
お

い
て
は
購
続
さ
れ
た
数
量
関
係
か
ら

本
紙
の
内
容
に
対
す
る
読
者
の
露
襲

な
反
佑
を
知
る
こ
と
に
役
だ
っ
て
い

る
の
です
、単
に新
聞
を
作
る
こ
と

だ
け
で、
あ
と
は
出
し
私
な
し
の無

賀
な
活
動
では
な
く
、
読
者
の
減
少

が
、
痛
烈
な
我

に々
対
す
る
批
判
と

も
な
り
得
る
活
勤
を
必
要
と
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
い
った
意
昧
で
、

購
読
料
以
外
の
収
入
は
必
要
最
低
限

度
の
事
業
で
.
サ
ー
ク
ル
性
と
恒
常

的
発
行
を
保
証
す
る
体
制
を
と
り
編

集
活
動
に
全
力
を
尽
く
す
の
が
我
々

の
活
動
紬
で
す
。
敢
えて
言
う
な
ら

内
容
に
比
し
て
、
値
段
が
高
す
き

る
と
思
わ
れた
ら
購
説
を
拒
否
さ
れ

ても
い
いわ
け
です
。我

は々
大
き

な
批
馴ど
受け
と
る
でし
よ
。
アン

ケ
玉

に関
し
て
は
四
日
弩
に
脱
明

し
て
あり
ま
す
の
で
省
略
し
ま
支

今
後
と
懸
本
紙
の
全
面
に
わ
た
って

批
判
や
指
摘
を
お
願
い
し
て
お
き
ま

す
。

(編
鰯
部
)
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そ

わ

無

時
、
我
々
が
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
自
我
の

確
立
が
欠
陥
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る

早ぐ稲
く

田ぐ
かく

レら
レの
レ便
レり

〈
暗
婁
が
晴
れ
、
待
ち
に
待
った
全

学
の
授
業
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
日
の
く
る
こ
と
を
と

れ
だ
け
待
ち
望
ん
だ
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

私
の
な
に
よ
り
喜
こば
し
く
思
いま

す
こ
と
は
、
大
学
内
に
お
いて
難
局

と
い
わ
れ
た
事
件
が
自
治
の
精
神
と

方
法
に
よ
って
一段
落
し
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
……
。

阿
耶
老
総
長
(代
行
)
は
、
病
床
か

か
ら
「手
記
」
を
発
表
し
た
.
、

×

×

六
月
二十
二
日
、
最
後
ま
で
弧
立
し

て
闘
いを
続
け
た
第
一文
学
部
が
、
再

度
の学
生大
会
の
糖
果
つ
い
に
ス
ト
ラ

イ
午
闘争
形
態
を
中
止
し
目
ら
の
手
で

バ
リ
ケ
ード
を解
い
た
の
で
あ
る
.

結
果
的
に
は
右
翼
学
生
を
中
核
に
し

た
「憂
学
」
の学
生
達
ー1
「有
志
会
」

 切繭
傑
u驚
陛雛
翫
麓
「

った
一文
の
闘
いも
つ
い
に抗
し
碍
な

か
った
と
い
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に

畷
鑛
難
遍

(註
1
)
「有
志
会
」
の
提
案
内
容

次 々 とバ リケー ド撤去
L騨 戦に埋没し烙 自治会

け ひ り げ げ ロ ろ

1.潭;水:武,;志.

 

は
、
各
学
部
学
生
天
会
に
お
い
て
微

妙
な
ちが
い
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
当
該
学
部
の
執
行
部
の
力
の
強
弱

を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
商
学
部
に
お
い
て

は
「闘
い
の
憲
義
は
わ
か
る
、
だ
が

当
局
が
話
し
あ
い
に
応
じ
な
け
れ
ば

何
に
も
な
ら
な
い
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を

取
っ
て
学
内
を
正
常
化
す
る
こ
と
が

解
決
の
第
一
歩
であ
る
」
と
話
し
あ

い路
線
を
主
張
し政
経
学
部
に
お
い

ては
「産
学
協
同
に賛
成
、
学
生
の

自
治
は
大
学
の
自
治
に
従
厨
す
る
」

と
い
う
晃
解
を
主
張
し
、
右
置
と
し

て
公
然
と
登
場
し
た
。
文
学
部
に
お

い
て
は
バ
リ
ケ
ー
ド
を
解
除
し
、
そ

の
ユ
で
闘
い
を
継
続
す
る
」
と
い
う

〃闘
う
ポ
ー
ズ
"
を
よ
そ
お
った
。

法
学
都
で
は
民
欝
系
執
行
部
自
ら
が

"戦
術
転
換
"
と
称
し
て
バ
リ
ケ
ー

ド
解
除
を
提
案
し
た
。
と
も
あ
れ
「

有
志
会
の
意
図
は
バ
リ
ケ
ー
ト
を
解

く
こ
と
を通
し
て
、
闘
争
そ
の
もの

を
な
し
く
ず
し
に終
えん
さ
せ
る
こ

と
に
あ
る
こ
と
は
いう
ま
で
も
な

い
。
そ
し
各
学
部
に
お
い
て
彼
ろ
は

「勝
利
」
を
か
ち
と
った
。

文
学
部
に
お
い
て
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド

た
し
か
に
終
了
し
た
。
事
実
上
闇
い

34

は
、
残
さ
れ
た
中
央
交
渉
で
学費
の着

干
の
手
直
し
(施
設
費
二万
円
ダウ
ン

6

)
と
、
学
飼
の
管
理
運
営
桶
を
め
ぐ
る

折
衝
を
機
し
て
(後
者
に
お
い
ては
、

0

学
館
への
入
朗
拒
否
闘
争
とし
て開
か

51

れ
る
と
し
て
も
)
いる
の
み
であ
る
。

闘
箏
の
「敗
北
」
を
厳
と
し
て
突
き
出

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
要
求
が

冥
現
し
え
な
か
った
と
い
う
結
果
的
事

笑
に
お
い
て
の
み
そ
う
な
の
で
は
な

い
。
闘
争
の
結
果
と
し
て
の
敗
北
が
、

8

闘
争
主
体
の
解
体
を
急
速
に
つ
く
り
出

し
て
い
る
事
実
に
お
い
て
「
す
な
わ
ち

、
一つ
の
事
笑
裾
1

「敗
北
」
で
あ

り
、
危
機
で
あ
る
の
だ
。
大
衆
的
な
総

指
集
会
が
、
一、
二
文
に
お
い
て
連
日

も
た
れ
て
い
る
以
外
は
、
商
、
教
育
に

お
い
て
散
発
的
に
も
た
れ
て
い
る
だ
け

回罵

であ
る。
三
派
系
、
民
膏
系
は
、
ス
ト

解
除
で
の
一切
の
闘
い
の
組
織
化
を
完

全
に放
棄
し
た
。

三派
系
は
「社
会
的
団
結
の
表
現
・

バ
リ
ケ
ード
の解
除
」
と
と
も
に
、
闘

い
の
「団
結
」
も
解
体
し
、
闘
お
う
に

も
闘
え
な
く
な
っ
てし
ま
っ
て
いる
。

「学
生
の
奴
隷
根
性
」
を
な
げ
き
「産

学
協
岡
の
認
識
の
不
足
」
に
敗
北
の
根

拠
を
求
め
る
。
大
口
議
長
は
、
共
闘
会

議
の
一切
の
賀
任
を
放
棄
し
、
区
会
議

員
選
挙
(社
会
覚
)
の
「推
せ
ん
人
」

と
し
て
わ
ず
か
叶共
闘
会
議
議
長
」
の

肩
書
き
を
使
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
9

ま
た
民
轡
系
は
、
「団
絡
の
勝
利
」
を

お
う
歌
し
つ
つ
小
選
挙
区
、
米
帝
の
ハ

ノ
ノ
爆
繋
抗
議
に
闘
い
を
移
行
さ
せ
た

が
、
三十
人
を
こ
え
る
動
員
を
い
ま
だ

かち
と
っ
て
は
い
な
い
。

他
の事
実
は
ー
ー

ス
ト
中
止
を
契
機
と
し
て
開始
さ
れ

た
各
自
治
会
選
挙
の中
に示
さ
れ
る
、

お
ど
ろ
く
へき
事
態
であ
る
。
早
大闘

争
の
意
議
と
限
界
の
総
措
を
ク
ラ
ス
に

お
い
て
定
着
さ
せ
、
闘
い
の
敗
北
を
の

を
自
ら
の
手
で
撤
表
し
た
あ
と
、
な
お

約
五
百
人
の
学
生
が
学
内
デ
モ
を
行
っ

た
。
(一商
の
場
合
は
八
十
、
一政
五

十
、
教
育
一〇
〇
、
一法
ゼ
ロ
だ
っ

た
)全

体
と
し
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
は

り
こ
え
て
、
更
に
自
治
会
の
大
衆
基
盤

の
強
化
を
か
ち
と
っ
て
い
く
闘
い
は
、

全
学
協
以
外
の
緒
君
に
お
い
て
は
何
ら

な
され
て
い
な
い
の
だ
/

と
り
わ
け
政
経
社
膏
周
系
を
申
心
と

す
る
三
派連
合
系
潴
君
は
、
ク
ラ
ス
委

員
当
選
を
自
己
目
的
化
し
「闘
争
には

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
った
か
ら
今
後
、

学
習
会
を
つ
く
って
深
め
よ
う
」な
ど

ヒ
逃
げ
、
学
生
会
議
(全
学
協
系
)
と

有
志
会
の
間
で
中
間
主
義
的
に
自
己
を

主
張
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

(
口日
号
2
面
へ
続
く
)


